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ついても，これまでと同様の範囲について，無人航空

機（固定翼）による可視画像の空撮を行った。空撮は，

対地高度150m，地上画素寸法5.5cm，コマ間・コース
間ともにオーバーラーップ80%の画像を撮影した。地
上基準点には，画像中で明瞭に判別可能な25地点を選
定し，2015年3月に無人航空機で計測したDSM（地表
面高データ）から座標を読み取って付与した。地上基

準点を得る目的での現地でのGNSS計測は実施しなか
った。これは，2016年熊本地震による地殻変動の影響
を受けること，付近の電子基準点の成果配信が停止さ

れていること，本調査は地震に伴う斜面崩壊の抽出が

目的であることが理由である。斜面崩壊による地形変

化を捉えるため，地震前（2015年3月，2015年9月，2016
年3月）と地震後（2016年5月）のDSMの差分抽出を行
った。 
 
4. 結果 
	
 地震後の無人航空機計測により，空間解像度0.06m
のオルソ画像と0.9mのDSMが得られた。なお，2016
年熊本地震による地形変化の概要を把握するため，本

稿執筆時点では空間解像度をオリジナルの256分の1
に落として解析処理を行っている。地震前後のDSMの
差分抽出の結果，地震に伴う斜面崩壊の発生数は対象

地域内で約40箇所が確認された。また，尾根上および
斜面上の多数の亀裂，崩壊土砂の谷底への堆積状況を

視覚化した。モデルケースとして道路を閉塞した崩壊

を含む3つの崩壊地について計測を実施した。これら
の崩壊深は2.6〜3.7m，移動土砂量の合計は約4千立方
メートルであった。 
 
5. 考察 
	
 対象地内の地震による崩壊は印象よりも多くない

ことが示された。 ただし，対象地域の上流部や西側
に斜面崩壊の多発地域も存在する。差分抽出により，

地震に伴う崩壊深は，豪雨に伴うものよりも深いこと

が明らかになった。また，斜面上の亀裂が非常に多い

ことや，崩壊土砂が谷底に残存していることから，斜

面の不安定化や梅雨や台風時期における崩土の土石

流化を警戒する必要がある。今後は，地形解析の精緻

化と梅雨後および台風前後の地形変化を調査し，地震

による地形変化とその後の影響を明らかにする。 
 
6. 注意事項 
仙酔峡ではその全域で牧畜が行われている。家畜の

伝染病発生等防止のため，地権者に無断で敷地内に

立ち入ってはならない。 
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 図 2左上： 

2016/5/11 撮影のオ

ルソ画像（地震後） 

図 2左下： 

2016/9/26 撮影のオ

ルソ画像（地震前，

夏季） 

図 2 右上：地震前

2016/3 と 地 震 後

2016/5 との差分抽

出。赤系が崩壊地。 

図 2 右下：地震後の

調査地斜面。見るだ

けでは地震前後の崩

壊の区別は難しい。 
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